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一般 270円（140円）、学生 140円（80円） 
※（   ）内は20名以上の団体料金、要事前申込み、詳細はホーム
　ページ参照
※学生は、大学生、高校生又はこれらに準ずる。
小学生・中学生 無料 ※中学生以下の方は引率者が必要
大阪大学の学生 無料 ※要学生証提示

開館時間：10時～16時
（史跡・重要文化財）適塾 541-0041大阪市中央区北浜３-３-８

http://www.tekijuku.osaka-u.ac.jp

主催：大阪大学適塾記念センター・適塾記念会　協力：熊本市、佐野常民と三重津海軍所跡の歴史館、日本赤十字社
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佐野常民肖像（日本赤十字社所蔵）

八重の生家・億川家住宅（大阪大学適塾記念センター所蔵）

緒方八重肖像（大阪大学適塾記念センター所蔵）

佐野常民撰文　緒方八重墓碑（高林寺）

　今から200年前の文政5年（1822）、緒方八重と佐野常民が誕生しました。

　八重は夫の緒方洪庵をよく支え、良妻賢母のかがみとされています。常民が撰文
した八重の墓碑には「門生を待するに、誠切なること子のごとし」とあり、適塾門下
生の活躍は八重の内助の功あってのものと讃えています。しかし近年に発見された
八重の書状からは、従来のイメージとは異なる人物像が浮かび上がってきました。

　常民は日本赤十字社の創設者として知られます。幼少期に佐賀藩医佐野常徴の養
子となり、大坂に出て適塾、さらには華岡流外科の合水堂に入門して医学を学びま
した。帰藩後は大砲鋳造や蒸気船製造に携わり、パリ万博に参加して知見を広めま
した。明治期には政府高官として各種博覧会を通じて産業育成に尽力するかたわら、
龍池会（日本美術協会の前身）を設立し美術の発展にも寄与しました。

　本展覧会では、八重と常民の生涯について、適塾記念センター所蔵資料を中心に
振り返ります。
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　八重の父・億川百記は摂津国有馬郡名塩村（現・西宮市名塩）で製薬や
医業に携わっていました。また大坂の蘭学者・中天游に師事し、弟弟子に当
たる緒方洪庵の長崎遊学の学費を用立て、天保9年（1838）には遊学を終え
て適塾を開いた洪庵に八重を嫁がせました。この火鉢の側面は、百記が販
売した薬の引札（広告）の版木が使われています。そのなかには輸入洋薬サ
フランを主薬とする「調血益精雑腹蘭円」や、「西洋竒方調血雑腹蘭酒」と
いう名の薬があります。

「四方版木角火鉢」

　洪庵の死の翌元治元年（1864）、江戸の八重から名塩村の両親および弟
夫婦に宛てた書状。長文で、内容も多岐にわたります。父の様子を案じる一方、
息子 洪哉（惟準）の再度の長崎遊学を悦んでいます。当時江戸に来ていた
一郎（弟信哉の長男）の教育についても一家言持っていたようです。さらに筆
は当時の政治状況にも及び、水戸尊王攘夷派の筑波山の挙兵、第一次幕
長戦争等、江戸で知り得た情報を伝えています。洪庵亡き後、激動の時代に
身を置きながら、子どもたちの行く末を案じる八重の姿が浮かび上がります。

激動の幕末に次世代の行く末を案じる

八重の父がつくる薬の広告版木

「両親および弟夫婦宛八重書状」

　明治10年（1877）の西南戦争を機に創設された博愛社は、同19年のジュ
ネーブ条約加盟により翌年、日本赤十字社と改称されます。常民は博愛社副
総長、日赤初代社長を務めました。同年、社則に基づき東京ほか一府五県に
委員部が設置され、各知事に委員長を委嘱しました。この褒状は東京の委
員として功績のあった桑田衡平に出されたものです。衡平はアイヌに種痘を
行った桑田立斎の婿養子で、戊辰戦争や西南戦争で戦傷者治療にも関
わった人物です。

「日本赤十字社褒状」
常民が学び、広げた博愛の精神

　常民が高輪にあった別邸の庭園「自得園」の閑寂な様を詠った漢詩を揮
毫した書幅。幅広い分野で活動した常民にとって唯一の娯楽が、この庭を歩
くことでした。別邸からは海が見え、晴れた日には富士山をも眺めることができ
たそうです。また漢文学を好み、折々に詩作し、作品は社報『日本赤十字』の
漢詩欄にも収載されています。その作風は、自身が述べるように、平明素朴な
言葉を用いて、その時々の心情を率直に述べるものでした。

「佐野常民五言律詩「自得園偶成」」
つかの間の休息、自邸の庭で詠んだ漢詩

「四方版木角火鉢」  大阪大学適塾記念センター所蔵（億川家資料）

「両親および弟夫婦宛八重書状」
大阪大学適塾記念センター所蔵（亥野疆氏旧蔵資料）

「日本赤十字社褒状」  大阪大学附属図書館所蔵（桑田文庫）

「佐野常民五言律詩「自得園偶成」」
大阪大学附属図書館所蔵

ちょうけつえきせい さ ふ ら ん えん

シリーズ生誕200年記念～その弐緒方八重と佐野常民
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